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水田の貯留機能を活用した田んぼダムの普及・啓発

 R１年度に新潟大学と連携して田んぼダムの実証試験を実施し、田んぼダム用の堰板を設置す
ることにより、平成30年西日本豪雨と同程度の雨が降った場合、水田からのピーク時の排水
量を５～６割程度抑制する効果があった。

 R2年度より、田んぼダムの普及・啓発を行い、R4年度には約２９haの農地で田んぼダムの取
組みが行われる予定。

倉敷市

取組状況

堰板等設置状況（ほ場）

田んぼダム無し 田んぼダム有り

＜耕作者の堰板・のぼり旗管理業務＞ 1,000円/排水桝
業務内容 ・農地や農作物への影響確認及び報告

・のぼり旗設置による取組のＰＲ
・堰板の常時設置

＜市独自の支援＞
・排水桝取替や畦畔補強を市で支援
・田んぼダム用堰板を無償で提供

＜普及啓発＞
・のぼり旗設置
・地元住民を対象とした説明会の実施

取組みに対する支援・普及啓発

ノボリ旗（市が提供）

新潟大学の吉川教授を招き説明会

貯水効果

14,５00t（25mプール 約24個分）
※現在より5cm高く貯水すると仮定

支援・普及の結果、

R４年度には、取組農地は約2９haになる予定。
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倉敷防災ポータルによる情報発信

 防災に関する情報を集約した専用のポータルサイトを作成。

 リアルタイムで気象・観測情報や避難発令、避難所開設、被害に関する情報を提供することで、
状況に応じた適切な避難行動をとれるようにすることが目的。

・雨量
・河川水位
・河川カメラ

観測情報

災害対策本部

被害情報

避難発令

避難所開設

警報・注意報

道路交通規制情報について （通行止め情報）

ハザードマップ 土砂災害
浸水想定

防災関連情報

ポータルサイトURL
☞ https://bousai-portal.city.kurashiki.okayama.jp/

観測数値でアイコンが変化し、詳細な数値も確認可能

避難発令や避難所開設などの緊急情報を表示

被害に関する情報をリアルタイムに提供

気象庁からの警報・注意報に関する情報を表示

災害や防災に関する様々な情報を地図上で確認

スマートフォンや外国語に対応

倉敷市

• ポータルサイトは、令和2年8月から運用を開始
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内水排水機場の整備 総社市シンボル
マーク

 内水排水機場の整備（新設２箇所）をすることにより、内水被害リスクを軽減。

総社市新設内水排水機場配備マップ
①総社市美袋地区排水機場（R3.6完成）
②総社市秦地区排水機場（R3.6完成）

2

1

2

所 在 地 総社市美袋２１８４番地１
敷 地 面 積 ４９９．８㎡
流 域 面 積 約１４２ha
排 水 量 １．５㎥／秒 × ２台 ＝ ３．０㎥／秒
ポンプ規模 Ø８００mm×２台

1

所 在 地 総社市秦１９４７番地
敷 地 面 積 １，５１２㎡
流 域 面 積 約３２４ha
排 水 量 ０．７㎥／秒 × ２台 ＝ １．４㎥／秒
ポンプ規模 Ø６００mm×２台

2

1



4

避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

 北部備蓄拠点防災倉庫の整備

令和３年８月２３日整備
• 食料、飲料水、生活用品、感染症対策、水防資材、
電気関係、救助資材を備蓄。

• 地元復興委員や自主防災組織、消防団、地域づく
り協議会等に対する説明会も実施。

総社市シンボル
マーク

設置場所：総社市消防署昭和出張所地内
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ＡＩによる避難発令判断の支援システム実証実験への参画

 ＳＩＰ国家レジリエンスの市町村災害対応統合システム（ＩＤＲ４Ｍ）の実用化に向けた実証実験に
参画。

高梁市

高倉町

落合町

20:30
予測（5h後）

現況
15:30

• 内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）国家レジリエンス（防災・減災）の強化において研究が
進められており、九州大学三谷教授の研究グループにより開発されたＩＤＲ４Ｍの実証実験に令和2年度から
参画。

• 観測情報、気象情報、雨量予測、地域の災害リスクなどを基に、自治体の避難発令の判断に必要な情報を、最
先端のＡＩ・ＩｏＴ技術を活用し、タイムリーに提供する。

• システムは令和5年度から令和10年度までに、全国1,700の自治体での社会実装を目指す。

【実施状況】
令和2年5月；モデル自治体に選定
令和3年8月；Ｗeb訓練実施

※実際の大雨時にも活用し、令和3
年8月13日のIDR4M予測によ
り数時間先の災害リスクの増加を
確認。（右図）

【次年度以降】
実証実験は令和4年度まで継続して
実証実験に参画。

＜＜災害リスク凡例＞＞

避難（避難指示相当）

準備（高齢者等避難相当）

注意

8月13日15:30現況とIDR4M予測 5時間先（20:30）の災害リスク

9:18大雨警報（土砂災害）発令

14:6 洪水警報発令

15:30

17:45 高齢者等避難

数時間先の
災害リスク増加を確認



新見市防災マップの更新 新見市シンボル
マーク

 高梁川の浸水想定区域及び土砂災害警戒区域の見直しを受けて、防災マップを更新。
 市民の防災意識の向上と迅速な避難行動の促進を図る。

情報面は、オリジナルイラストを
使用し、直観的に理解できる内
容となるよう工夫。

・洪水浸水想定区域図(L2)

・内水浸水想定区域図
・防災重点農業用ため池
浸水想定区域図
・ダム下流域浸水想定図(L2) 地図面は、市内を１３地域に分割。地域ご

とにＡ１サイズの地図にし、水防法の改正
に伴う、新たな中小河川の洪水浸水想定
区域の指定にも柔軟に対応できるよう工夫。

＜取組期間：令和３年１１月～令和４年３月＞

新たに掲載した区域図
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